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1 はじめ に
港 区の芝公 園 に隣接 す る本校 は､児童数 104名 か らな る､開校 122年 目
の伝 統 の あ る小 学校 で あ る｡ 近 くに芝公 園が あ るもの の､学校 の まわ りは コン
ク リー トの ビル に囲 まれ た都 会 的 な環境 の 中に あ り､ 自然や遊 び場 は少 ない｡
しか し､′J､規模校 の よ さを生 か して､一人 一人の児 童 が 自分 の興味 の あ る学
習 につ い て ､ 自分 の力 で直接解 決 した り､体験 した りで きるよ うに､創 意 あ る
教 育活動 を教職 員 が一丸 とな って展 開 してい る｡
筆者 は本校 に所属 して 6年 目を迎 える音楽 専科 で､全学年 の音楽 の授 業 を担
当 し､音楽活 動や全 て の教育活動 を通 して児 童 の豊 か な心 を育 て るこ とを 目指
して い る｡ また､ 日頃 か ら児童 が感 じる小 さな疑問や ､直感 的 な感動 を大切 に
した指導 の展 開 を心 が けてい る｡ 音楽教育 と してだ けでな く 『音』 に対 して総
合 的 に捉 え る こ とがで き るよ うな小 学校 での実践 を ここに紹介 し､感 性 を刺激
す る教育 の重 要性 を説 くもので あ る｡
2 自ら学び ､自ら考 える力の育 成
平成 10年 ､学習指 導 要領 が改訂 され ､平成 14年度 全面実施 に向 けて ､今
年度 か ら移 行期 に入 った｡
この改訂 は､い じめや 不登校 な どの今 日の教 育課題 を受 け､ これ か らの学校
教 育 の在 り方 を 〔ゆ と り〕 の 中で 自 ら学 び 自 ら考 え る力 な どの 〔生 き る力 〕 の
育成 を基本 と してい る｡
音 楽科 にお いて も改訂 の方針 に基づ き､情意 面 と能力 面のバ ランスの とれ た
音 楽教育 をすす め る こ とを重要祝 し､教科 の 目標 と内容 を改善 してい る｡
つ ま り､小 学校 にお け る音楽教 育では､児 童 一人 一人 が 自らの感性 を豊 か に
働 かせ なが ら様 々な音 楽 にか か わ り､楽 しく音楽経験 を重ね る こ とに よって､
音 楽活動 の喜び を味 わい､生涯 にわた って音 楽 に親 しむ ことを 目標 と して い る｡
学 習 内容 も 2学年 にわ た ってね らいが達成 で き るよ うに､ゆ と りを もって学習
活 動 を展 開 した り､楽器 の選択 幅 が拡大 され た り､児童 の創 造 的 な活動 を充 実
した りす る こ とが で き るよ うになった｡
そ こで ､本校 の音楽科 の指導 にお いて も､音楽 の技能 の習得 のみ に陥 らず ､
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児童 自身 が 自 らの課題 を見つ けて､音楽の学習 を展 開で きるよ うに授 業 の内容
や活動 を工夫 してい る｡ そ して､児童が進 んで音楽活動 に取 り組 み､音楽 の基
礎 的 ･基本 的 な内容 の定着 を図 る とともに､ 自己の生活 を潤 いのあ る豊 か な も
のにす るこ とが でき るよ うな授 業 を展開 してい る｡
また､本校 では平成 10 ･11年度 に港 区の教育奨励校 の指定 を受 けて､
｢自ら調べ ､考 えを深 め る児童 の育成｣ を主題 に校 内研 究 をすす めて きた｡
最初 は､指示待 ちで与 え られ た課題 にはま じめに取 り組むが､ 自分 か ら疑 問
を解 決す る方法 を見付 けた り､そのための計画 を立てた り､実際 に 自分 の 目や
手で確 か めた りす る学習 に慣れ てい なかった児童 が､地域 の人 とかかわ る様 々
な体験や ､ 自分 の課題 にあった解決 の仕方 を経験 し､ 自分 の思いや願 い を実現
してい く中で ､･次第 に 自己の課題 を解決 した り探求 した りてい く力 が身 に付 い
て来 た｡
今年度 は同 じ研 究主題 で､総合 的 な学習 の時間 を通 して､児童 自身 が 自分 の
課題 を見付 け､ 自分 の力 で解決 し､ 自分 な りの知識 を獲得 して再構成 した り､
実践 した りす る力 を育成す る支援 のあ り方 を追究 してい る｡
3 音楽鑑 賞教室の実際
平成 1 1年度 ､港 区スポー ツふれ あい文化健康財 団が､区内の小学校 で 日本
フ ィルハ ーモ ニーの メ ンバー に よる芸術教室 の助成 を してい るこ とを知 り､希
望 した ところ､本校 では 1 1 ･12年度 と続 けて実施す るこ とがで きた｡
そ こで､音楽科 の学習 の場 面で ｢自ら調べ ､考 えを深 め る児童｣ を育成す る
学習活動 の一つ として､金管 5重奏 の鑑賞 と 『楽器 の不思議 を調べ よ う』 とい
う題材 を､ 4年 生以上 の高学年 の合 同授業 と して設定 した｡ 担任 の協力 も得 て
2時間 をか けて､学年 の枠 を取 り払 い､児童 の個 々の興味 ･関心 の も とに探求
活動 を展 開す る ことがで きる音楽鑑 賞教室 を実施 した｡
(1)児童 の音楽 に対する興味 ･関心
本校 では､ 4,5, 6年 生 の児童 は音楽の授業の他 に､課外 の活動 で金管バ
ン ドを編成 してい る｡ 40数名 の 4年生以上の児童の うち､毎年 30名 以上の
児童 が入部 を希望 し､音楽 に対す る興味 ･関心は高い｡
金管バ ン ドの児童 は トランペ ッ トや トロンボー ンな どの華や か な音色 に憧れ ､
毎週水曜 日の下校前 に 4 0分 ほ ど練習 を し､運動会や卒業式 ､毎学期 の始業式 ､
終業式 な どで演奏 を してい る｡ また､金管バ ン ドに所属 していない児童 も木琴
な どの鍵盤 打楽器や ､エ レク トー ン､ シンセサイザー な どを演奏 し､合 同合奏
を楽 しんだ り､音楽会 で は､ 1,2年生の鍵盤ハ ーモ ニカや 3年 生の リコー ダ
ー を交 えて ､全校 で合 同演奏 を した りしてい る｡
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(2)平 成 12年 度 音 楽鑑 賞教室
日本 フ ィル 音楽鑑 賞教室 は､演奏会 ･合 同演奏 ･課題 解決 コーナー の三部構
成 に し､一 人 一人 の児 童 が本物 の音 と直接ふれ あ うこ とを通 して､音 莱- の興
味 ･関心 を さ らに深 め､美 しい ものに感動す る豊 か な体験 の場 とな る よ うに し
た｡
また､今 年 度 は 5, 6年生 は 2回 目とい うこ ともあ り､金管 5重奏 に打楽器
奏者 を加 えて ､ よ り幅広 い音 の響 きを楽 しむ とともに､課題解 決 コーナー で理
科 的 な疑 問 を解 決す る支援 と して､東 北大学 の本堂毅 氏 をお招 きす る こ とに し
た｡
事前 に､授 業 のね らい と準備 す る内容 を 日本 フィル ･本 堂氏 と打 ち合 わせ ､







2.日 時 平成 12年 7月 17日 (月) 5,6時間目
(1時間音楽, 1時間ゆとり扱い)
3.場 所 本校体育館 (控え室に 多目的ホール､ 1階会議室 使用)
4.対照児童 4, 5,6年児童
5.演 奏 日本フィルハーモニー交響楽団より 6名
スクール ･サポーター 本堂 毅 氏 (東北大学)








?????? ンバー来校 代表高橋さん 車2-3台
-ル 音出し 譜面台の用意 (馬場)












体 育館 の フ ロアー に､ 日本 フ ィル の メン
バ ー 6人 と児 童 が互 い に扇 状 に向か い合
い ､静寂 の 中に も熱 気 に満 ちて演奏 会 が行
われ た｡児 童 は 目を輝 かせ ､時 には身体 で
リズ ムを取 りなが ら､プ ロの演奏 家 の美 し
い響 きに感 動 し､聴 き入 ってい た｡
楽器 の紹介 の場面 では､ 自分 が経験 した
こ との あ る楽器 を食 い入 る よ うに観 察 した












平成 11年 度 は ｢校 歌｣ と ｢わん ぱ くマー チ｣ を､平成 12年 度 は ｢サモ ア
島の うた｣ を教 師の編 曲 と指揮 に よる合 同演奏 を楽 しん だ｡ いずれ も､ 自分 た
ち と同 じ楽譜 を演奏 す るプ ロの音 の響 きの違 い に感 動 し､あ こがれ を もって聴
きなが ら､気持 ちよ く演奏 して いた｡
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<課題 解 決 コー ナ ー > 『楽器 の不 思議 を調 べ よ う』
児 童 が プ ロの演 奏 を聴 き､直接感 動 を体験 す るこ とも大切 で あ るが ､音 の 出
る不 思議 や ､ ど うした らもっ ときれ い な音 を出す こ とが で き るか ､演 奏 の 技法
や 練 習 の仕 方 ､楽器 の仕 組 み な どを 自分 の言葉 で質 問 し､解 決 す る こ とも重要
な経 験 で あ る｡
体 育館 の 四方 に分 散 した演奏 者 の ところ
に､児 童 は ワー クシー トや 楽器 ､ ば ちな
ど､思 い思 い の もの を もって質 問 に行 く｡
そ こで ､ 自分 が納得 す るま で質 問 し､ 自分
の予想 と比べ た り､分 か った こ とを ワー ク
シー トに書 き込 ん だ り して い く｡
事 前 の授 業 で ､児 童 一 人 一人 が楽器 に関
す る疑 問や 質 問 を考 え る機 会 をつ くった｡
平成 11年 度 は ｢音 楽 の歴 史｣や ｢楽器 の
由来 ｣ ､ ｢楽器 の仕 組 み｣､ ｢演奏 の工
夫 ｣､ ｢音 の 出 る不 思 議 ｣ な どにつ い ての
疑 問 が あげ られ た｡ 当 日解 決 しきれ なか っ
た疑 問 につ い て は､後 で本 や コ ン ピュー タ
ー を使 って調 べ る姿 が 見 られ た｡
平成 12年度 は前年 度 の疑 問 に加 えて ､
｢楽器 の種類 ｣ ､ ｢楽器 の素材 ｣ な どの
他 に､ ｢演奏 の上 達す る方 法｣､ ｢演奏
者 に聞 きたい こ と｣な どの人 との か か わ
りを感 じる質 問 が あげ られ た｡
児 童 は 自分 の楽器 を演奏者 の所 に もっ
てい き､ ｢ど うや った ら高 い音 を出す こ
とが で き るます か ?｣ ｢指 を速 く動 かす
には どの よ うな練 習 を した らい い です
か ?｣ と必 要感 を もって ､音 の な る仕組
み を聞 き出 してい た｡ また ､チ ューバ の
前 に手 をか ざ して ､そ の音 量 を音 色 や 響
きだ けで な く､音 の振 動 と して身 体 全 体
で感 じて い た｡
さ らに､ ｢なぜ ､音 は振 るえて鳴 るか ?｣ につ い て は ギ ター を用 い て説 明す
る本 堂氏 の周 りを囲 ん で ､話 に熱 心 に聞 き入 ってい た｡
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児童 が事前 に考えた､楽器 の不思議 についての疑問 ･質問の中か らい くつか
を次 にあげる｡
厨番矛留,JAb釦 C-考量 C- 夢盛磨藷鼻塁
楽器 の不思議を調べ よ
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(4)音 楽鑑 賞教室 の 成果
児 童 は第 3学年 の理 科 の学習 で､音 の振動や伝 わ りにつ い て学 習 した経験 が
あ るが (平成 14年 度 か らは､ 中学校 の第 1分 野 の学習 内容 -移 行統合 ) ､実
際 に 自分 が操 作 して い る楽器 を も とに､ 『音』 の不思議 を感 じ取 る こ とは有効
な動機 づ け とな って いた｡
また ､演奏 者 か ら直 にア ンプ シュア (楽器 にあてが う唇 の形 )や 息 の強 さを
教 えて も らい なが ら､倍 音 の感 覚 を捉 えるこ とに よ り､音 の高 さの違 い を直感
的 に感 じて い た｡
さ らに､ 『音 』 の もつ 可能性 を感 じて､次 の 自分 の課題や めあて を見付 け る
こ とが で きた｡
最 後 に､理 科や 音 楽 の時間 に得 た知識 を 自分 の手 で確認 し､演 奏家 との コ ミ
ュニ ケー シ ョンを通 して､ 自分 の体験 と して身 に付 け る ことがで きた0
これ らの こ とに よ り､音楽鑑 賞教 室 を発展 させ て､移行期 にあ る総 合 的 な学
習 と関連 づ け る こ ともで き る と考 え られ る｡
4 身の 回りの音 に気付く学習活動
テ レビ ･ラジオ ･スーパ ーの BGM ･駅 のアナ ウンス ･･･今 ､私 た ちの回
りには音 が あふれ て い る｡
しか し､児 童 は生活 の 中で､身 の回 りの音 に気付 かないま ま過 ご してい るこ
とが 多い｡ ｢何 の音 だ ろ う?｣ とい う疑問 は､耳 を澄 ま した り音 を想 像 した り
す る活動 を､教 師が意 図的 に計画 しない限 り､無意識 に通 り過 ぎて しま う｡










そ こで､第 2学年 のい ろい ろな楽器
の音色 に親 しむ活動 の 中で ､生活 科 の
授 業 と関連 させ た､ 『が っ こ うの音 さ
が し』 とい う題材 で は､生活 科 で探 検
を したい ろい ろな場所 に行 って､ どん
な音 がす るか見付 けて くる活 動 を展 開
した｡ 給食 室 の作業す る音 ､幼稚 園 の
鳥 の鳴 き声 ､職員 室 のパ ソコ ンの音 ､
教 室の授 業 の音 ､校 長 室 の風鈴 ･･ ･
とい った様 々な生活 の音 に も気付 くよ
うになった｡
見付 けた音 を言葉 で模 倣 した り､楽
器 で表現 した りして､音 に対 す る興 味
を広 げてい くこ とがね らい で あ る｡
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また､第 4学年 では､学校 の屋上 に上が り､サ ウン ドスケー プ を した｡ 目を
閉 じて 2分 間 じっ と耳 を澄 ます と､ ｢日比谷通 りを車 が走 ってい るよ｡ ｣ ｢-
リコプ クー が飛 んで きた｡｣ ｢工事現場の音 がす る｡ ｣ と､街 の中の音 に気付
ぐ｡ そ こで､ 自分た ちの住 んでい る街 の中で表現 したい音 のす る場所 を選 んで､
グル ープに分 かれ て･サ ウン ドスケープ を して きて､音楽 をつ くって表現す る活
動 『芝の町 を音楽であ らわそ う』 を した｡児童 は見付 けた音 を動機 と してそれ
を も とに旋律や リズムを創 作 し､写真や絵 も用 い なが ら､芝公 園の四季 ･商店
街 ･シーバ ンスの噴水 とい った､芝の町を音楽 で紹介す る活動 をす るこ とがで
きた｡
この よ うな 『音』 に敏感 に反応 で きる心 と態度 を育 ててい くと､高学年 にな
って､合奏 の 中で木琴や鉄琴 な どの楽器 を演奏す る とき､ どん な音 を出 したい
か､ 自分 で考 え るこ とがスムー ズにで きるよ うにな る｡
マ レッ ト (ば ち) の材 質 の違 いに よって､ どんな音 が出 るか､それ までの 自
己の経験 と感性 で選択 した り判断 した りす るこ とがで きるよ うにな る｡
そ して､音 と静寂 の織 りなす音楽 の美 しさに気付 くためには､静寂 の美 しさ
に気付 くこ とも重要 なのである｡
5 手づくり楽器 の活動
手づ く り楽器 の活動 も､楽器 をつ くる活動 を通 して､児童 は音 の出 る原理や
楽器 の構造 な どを 自分 の手で確 か めることがで きる｡
楽器 の製 作 については､身の回 りにある物や廃物 を利 用 してつ くるこ とが多
いが､① 叩いて音 を出す楽器 ②振 って音 を出す楽器 ③擦 って音 を出す楽器
④ 弾いて音 を出す楽器 ⑤ 吹いて音 を出す楽器 の中か ら､ どん な音 のす る楽
器 をつ くるか､計画 を立てて､素材 を選んで製 作す るよ うに指導 してい る｡
マ ラカス をつ くった児童 は､容器 の素材や ､中に入れ る物 (米 ･小豆 ･小石
な ど)の違 い に よる変化 に気付 きなが ら製作す るこ とがで きた｡
また､手づ く り楽器 が発す る音 は小 さい こ とが多い､そ こで､楽器 を共鳴 さ
せ るための工夫や ､覆 い を付 けて音 を大 き くす るな どの試行錯誤 が見 られ た｡
小 さい音 の よ さに も気付 き､空 き缶 の中に水 を半分 くらい入れ ､ さらに も う
一つ の空 き缶 を組み合 わせ て､水 の流れ る楽器 をつ く り､耳元 で響 く水 の音 を
｢癒や しの音｣ と表現 していた｡
教師が作 った 2m X 1mほ どの丈夫 な布製 の袋状 の物 の角 にホー スを付 け､
中の空気 を押 し出 しなが ら即興的 に音 を出す楽器 は､全身 で空気 と音 に関わ り




発 達段 階 に応 じて 『音』 に気 付 くよ うな活 動 を取 り入れ てい く と､ 自分 か ら
音 に気付 き､音 の出 る不思議 を解 決 しなが ら､ 自分 自身 がイ メ｣ ジす る音 を表
現 してい くよ うにな る｡
この こ とは､音楽科 の活動 と して だ けで な く､平成 14年 度 か ら完全 実施 さ
れ る総合 的 な学習 の 中で､ 自分 で課題 を見付 けて解決 してい く学習 に相 通 じる
もの が含 まれ てい る と考 え る｡
『音』 を知性 と感 性 の両面か らと らえる こ とが､児 童 の総合 的 な思 考力 を広
げ､多様 な探 求活動 に発 展 して い くこ とが で き るのであ る｡
そ して､何 よ りも ｢自分 で解 決 したい｡ ｣ と思 え るよ うな動機 づ けが重 要 で
あ り､そ の きっか け と して､音 楽や 生活 ､遊 び な どが あ る｡ そ こか ら始 ま る
｢なぜ だ ろ う?｣ ｢や ってみ よ う｡ ｣ とい う好 奇心の芽 を､学校 教 育 の早 い段
階 で十分 に培 ってお きたい｡ そ の こ とが児 童 の学びの質 を高 め､ 自己教育 力 を
育 て ､や がて は生涯 学習 の基礎 とな る と考 え る｡
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